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森はいつでも、我々のいる場所から少しばかり向うの方にあるのだa

森は、我々 のいる場所からついさつき立ち去ったばかりであり、まだ真
新しい足跡が残っているだけである。日

(オルテガ・イ・ガセット『ドン・キホーテをめぐる省察』より)

グリム兄弟の歴史意識およひ'ポエジー観をシェリング受容の観点から考察した O.エー
リスマンは、グリム兄弟の自然の文献学 (Philologieder Natur)の特質に触れながら、グ

リム兄弟のニーベルンゲン観をこう要約している。「ドイツ人の自然〔本性〕ーーないし

はドイツ民族を対象とする自然の文献学ーは、その民族の歴史 (Geschichte)を繰り返

し繰り返し把握し形成するニーベルンゲン的なものの中に投影されているJ(傍点筆者)。目

グリム兄弟の論文や書簡において実際盛んに用いられている、この「ニーベルンゲン的な

ものJdas Nib巴lungischeという語は、彼らの文献学研究の本質を知る際に重要な役割を

果たすばかりでなく、彼らの考える「いにしえなるものJdas A1tぽtumliche、イドイツ的

なものJdas Deutsche、あるいは「自然的ポエジーJNatur予oesieの意味を解く上でも大

きな鍵となる。

ヴィルヘルム・グリムは初期論文『古代ドイツ文学の成立とその北欧文学との関係につ

いて.!I(Uber die Enおtehungder AJtdeutschen Poesie und ihr 防rhaltniszu der Nordischen， 1808) 

において、「ドイツの歴史記述 (Historie)3)が、ギリシア人たちのそれとは異なり、蓄え

られた古い国民の伝説 (Nationalsagen)からは発展しなかったJ')と、両者の非連続性を

嘆く。その理由として彼は、ドイツ史上のフランク王国時代の事例を挙げている。すなわ

ち、カール大帝(在位768-814)が文教政策の一環として「過ぎし時代の戦いや事績を内

容とするJ歌謡、自国のポエジーを「蒐集させ、書き留めさせ、自ら暗唱し」、それらを

保存しようとしたのに対し、ルートヴィヒ敬度王(在位814-840)は、自身が「ギリシア

語、ラテン語に自分の母国語にも劣らず通じていた」こともあり、これを忌み嫌ったとい

うのである。この背景には、当時の教養というものがすべて「外国製Jauslandischでし

かありえなかったという事情もある。従って当時の歴史記述家たちがドイツの歴史を著わ

す場合も、「ラテン語で、ローマの規範に倣って」書き、彼らは批判的研究の精神も f(自

国の〕古い伝説を信ずる揺るぎない信念」も持ち合わせてはいなかった。すなわち、これ

らがすべて絡み合って自国のポエジーの存続を困難にしたとヴィルヘルムは考えるのであ

る。しかしながら彼の論述は必ずしも悲観的ではなく、その苦境をものともせずに民衆の

-ヲ
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笥で生き続けた「歌謡の力」そのものの方に、むしろ力点が置かれる。5)

コンラート I世(在位911-918)により開花するシユタウフェン王朝期においてようや

く編纂されるに至った国民的ポエジー『ニーベルンゲンの歌』は、 ドイツ人にとって「古

い歴史よりもはるかに純粋で、生き生きとした表象を与えるものJ6) として、グリム兄弟

から絶賛される。実際グリム兄弟は、K.W.ゲットリング、 B.J，ドツェーン、 F.H.v.d.ハー

ゲン、K.ラッハマン等のニーベルンゲン研究者と交流を持ち、その相互影響関係の中で

古代ドイツ文学、古代北欧文学研究、とりわけニーベルンゲ、ン伝説の研究を盛んに行って

いたf そのような研究によって培われた、歴史と英雄叙事詩との関連性、ドイツとニー

ベルンゲン伝説との関連性に関する独自の見解は、ときおり思弁的になりはするものの、

むしろそれ故に自由で力強い表現を伴い、二人のポエジー観を一層豊かなものとした。グ

リム兄弟が、 A.v.アルニム、 A.W.シユレーゲルに代表される同時代の知識人たちとのポ

エジー論争を繰り広げる際に、「人為的ポエジーJKunstpoesieに対置させた「自然的ポエ

ジー」の像は、従来の研究においては、彼らが好んで用いた「自然JNatur、「民族JVolk、

「いにしえJA1tertum、「自ずから成るJSichvonselbstmachenといった概念によってのみ

把握される傾向にある。しかしながらそれらの構成概念に、さらに「ニーベルンゲン的な

ものJという観点を加えることによって、「自然的ポエジー」像が一層鮮明な輪郭を獲得

すると思われる。本稿は、グリム兄弟が論文や書簡においてさまざまな角度から説明を試

みる「ニーベルンゲン的なるもの」を抽出し考察することを通じて、彼らが思い描いた「い

にしえなるもの」、「ドイツ的なるもの」に新たな光を当てようとするものである。

1 .ポエジーと歴史記述における「生」

ヴィルヘルム・グリムは先に挙げた論文において、さまざまな国民を北方、南方、そし

てドイツの三種に類別し、それぞれの国民的特性と、それを代表する諸伝説の紹介を行っ

ているJ まず第一に、北方を代表するものとして、角質のジークフリート伝説、ヴィー
ラントの子ヴィティヒ伝説を挙げ、そこに現れる「北方風の深遠Jdi巴nordischeTiefe、

「巨怪Jdas Ungeheure und Riesenhaft巴をもって「北方的なもの」と見なしている。第

二番目に「南欧的なもの」に言及し、ヴォルフデ、ィートリヒ、オットニート、コンスタン

チノープル物語等に現れる「はるかに多彩で温かな色調Jein viel farbigeres und warmeres 

Colorit、「オリエントとその溢れんばかりの豊潤さへの記憶Jmanche Erinnerung an den 

Orient und seine Uppigkeitをその特質であると考える。そして第三番目にドイツの国民的

伝説として、他でもない『ニーベルンゲンの歌』、9) およびアッチラ、ハーゲン、グンテ

ル、クリームヒルトにまつわる諸伝説を挙げ、この伝説歌謡に現れる「美しき融合Jeine 

schone Vereinigung、「和らげられた偉大さJeine gemilderte Grosse、そして「愛Jdie Liebe 

が「ドイツ的なもの」を形成していると説く。とりわけ「愛」は、北欧ニーベルンゲン請

においては「破廉恥で激烈で粗野j な現れ方をしているのに対し、 ドイツのニーベルンゲ

ン伝説では「慎み深く」、「ドイツ的良風美俗」を示しているというのである。叩)
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12世紀から13世紀にかけて成立したと考えられるドイツ中世英雄叙事詩『ニーベルンゲン

の歌』に関する研究を試みるにあたりヴィルヘルムは、「それが真実に基づいている」川と

いう前提に立ち、ポエジーと歴史との密接な関わりをこう指摘する。

ある民族(Volk)の最も初期の時代に遡れば、ポエジーと歴史記述 (Historie)が一つ

の心情(Gemuth)によって分かたれることなく保持され、自ずから感動のことばとなっ

て現れ出たことに気付くのは容易いことである。 12

ポエジーと歴史記述は、「生をそのすべての現れにおいて把握し表現する」という点で

一つに融合している。ところが、後世の学問的な見方によって両者は道を分かつ。すなわ

ちポエジーの方にだけ「無制限の生成Junbeschranktes Aufwachsenが容認されるその一

方で、歴史記述の領域では、「民族の詩JVolksgedichteの真実 (Treue)への信仰が失われ

てしまったがために、その対象が「批判的真実Jkritische Wahrheitのみに制限される結

果となった。しかしながらこの「批判的真実」の価値は、より高尚な詩的真実と結合して

初めて生ずるとヴィルヘルムは考える。なぜなら、ある出来事を単にそれ自体として認識

するのではなく、その出来事を「生との連関JZusammenhang mit dem Lebenにおいて

認識することこそが肝要だからである。従って「批判的歴史記述」の使命は、他でもない

歴史記述とポエジーが「国民的叙事詩JNationaleposとして津然一体であった過去、すな

わち「最も初期の時代」に到達する方法の模索でなければならない。この「最も初期の時

代」はさらに、「分散して拘束されずに生きる一民族が、秩序、文化、慣習の必要性を感

ずる歴史上の一地点」とも言い換えられ、その時代を以下のように説明し称えている。凶

ポエジーと歴史記述は、叙事詩として一つの根から芽を吹き、両者とも並んで花開

く。ポエジーはその後も常に歴史記述を伴う。すなわち、実際に何かが起こり生が脈

捧っところでは、必ず感性が揺り動かされ、その生を表現しようとする。凶

出来事とそれを表現する力、つまりある出来事を成す「生」とそれを表現する「生」と

は表裏一体であり、それらの「生」が融合した形姿としての叙事詩の存在が尊ばれるので

ある。さらにその叙事詩、とりわけドイツ英雄叙事詩の最高峰と目される『ニーベルンゲ

ンの歌』についてはこう語られる。

このロマン的な国民的ポエジーは、 ドイツの先史時代のすべてを、もっとも偉大な

英雄行為や戦いから家庭単位の生活に至るまでのすべてを包括する壮大な像であっ

た。(中略)そもそも生の圏内にあり、その生の中に縫れ合いながら身を置くもので、

この叙事詩が描写の対象としていないものはない。 15)

すなわちヴィルヘルムの考えるところでは、『ニーベルンゲンの歌』という英雄叙事詩
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に表わされているものは、男たちの戦い、国民全体の滅亡から女たちの夢物語や恋物語に

至るまで、すなわち全体から個別に至るまで、あるいは一方の際から他方の際に至るまで

極めて広範囲にわたる「生」そのものであり、裏を返せばこの「生」において、普遍的な

ものと個人的なものとが連関しているのである。

ところでヤーコプ・グリムは、歴史記述という用語は用いてはいないものの、歴史とポ

エジーは叙事詩を通じ最も距離が接近すると考え、叙事詩に語られている内容がいにしえ

を啓示すると見る。しかし、この歴史と英雄伝説の関連性と、そこに現れる「生」のダイ

ナミズムをどう見るかは、それを研究する研究者の視点に左右される。『ゲツトリング者

「ニーベルンゲンの歌における歴史的なものについてH (Uber d，ωgωchichtliche im 

Nibelungenliede v側 K W. Gottli唱 1814)という書評においてヤーコプは、自らの方法論に

関して次のように語る。

著者ゲツトリングは、(中略)隈なく伝説に彩られた歴史の中にすら、多かれ少な

かれ歴史的素材を見て取るに違いない。我々〔兄弟J16) は、全く反対に、ヤような

歴史の中に、叙事詩的素材のはたらきを見て取るという考えから出発するJ'

『ニーベルンゲ、ンの歌』における悲劇J性をシエリングは、「無意味で盲目的で冷たい破壊J

と見なす。18) さらにQ.ェーリスマンによればこの叙事詩には、シエリングの唱える「愛」、

すなわち最初の衝動(血血ieb)でありかつあらゆる展開の動因ともなるもの、まさに「始

まりでありかつ終わりJであるものとしての「愛」がまず現れ、筋の進行が「運命Jにゆ

だねられ「経過」すると言う。グリム兄弟がこだわった、「歌謡における歴史の表出Jに

対抗する「歴史における歌謡の表出J19) とは、『ニーベルンゲンの歌』の中に歴史的なも

のを探すのではなく、「古いドイツの歴史の中にニーベルンゲン的であるものJすなわち

「生Jの広がりを探すことであった。ここで重要なととは、グリム兄弟はニーベルンゲン

伝説をあくまでも創作ではない「主美の詩」、「有史以前のもの」、さらには「歴史を越え

たもの」と見なしているということである。20) 彼らは、反復されうる英雄行為、およびそ

れを取り巻く「生」の環境を表出するニーベルンゲン的主題を、やはり「生」の絶えざる

連続性を綴っている歴史に求めたのではないだろうか。「ニーベルンゲン的なものJとは

従って、叙事詩の主題の一部ではなく、むしろそれこそがドイツの叙事詩的主題そのもの

となりえたのである。

2. r歴史的なもの』と「神話的なもの」の融合としての「叙事的なるもの」

グリム兄弟は同時代のニーベルンゲン研究者 K ラツハマンと書簡を交わし、21)書物士

論文の形では言い表せないこーベルンゲン観を、「憶測」と「定まらないアイデアJ~父
与つつも率直に語っている。22) とりわけ、 1821年6月26日に記されたヴィルヘルムのフツ

スマンに宛てた書簡は、「鋭い感覚Jと「恵まれた感性Jを有するラツハマンに助言を請
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う「自由な発言」であり、そこからは、グリム兄弟のニーベルンゲン観の背景にある根本

姿勢をうかがい知ることができる。m

この往復書簡の争点は、まず第一に、『ニーベルンゲンの歌』と『ローゼンガルテン』

の類似点および相違点を、歴史的事実と照応させながら詳細に至るまで検証した結果導き

出された双方の関連性である。すなわちラッハマンが、「ニーベルンゲンに関する伝説は、

もともとディートリヒ伝説群とは別個であり、後にそれらが融合した」と、両作品の後期

融合説を唱えるのに対し、ヴィルヘル;ムは、ローゼンガルテン叙事詩が、「ある意味では、

ニーベルンゲンの歌とはもともと一つのものであった」と全く反対の立場を取り、詳細に

反論している。制第二に、ニーベルンゲン伝説の骨格が「宝に起因した呪いによる、ある

英雄種族の没落」であると主張するラッハマンが、その骨格もしくは主題を北欧から伝播

したものとも見なすのに対し、ヴィルヘルムは、北欧伝説および北欧神話の古さとそのド

イツ文学への影響関係を容認しはするものの、むしろニーベルンゲン伝説の主題のドイツ

性を主張する。25) これらの反論は、『ニーベルンゲンの歌』および『ローゼンガルテン』

の話の展開のみならず、韻律、語法等の細部にまで及ぶものであり、それらは全部で十項

目にわたる。しかし本論では、二人の論争の内容を文献学的に吟味したり、その正否を判

断したりすることが目的ではない。そうではなく、ラッハマンの北欧起源説、および「神

話的なものJdas Mythischeの重視に反駁するために「自由にJ記されたヴィルヘルムの

思考のプロセスを追うことにより、彼の考える「歴史的なものJdas GeschicbtIicbeと「神

話的なもの」の『ニーベルンゲンの歌』における関連性、さらに両者の混交としての「叙

事詩的なもの」と「ドイツ性」との関連性を明らかにすることが目的なのである。

まず第ーにヴィルヘルムは、叙事詩における「歴史的なもの」と「神話的なものJに言

及する。彼はまず最古のポエジーを「あらゆる叙事詩に先立つ」ものにして、「我々の精

神的な生の多かれ少なかれ不分明な啓示Jと見なし、そこに「人間の自然〔本性〕のあら

ゆる方向性Jが、「いまだ分割されないーなるものJとして包含されていると考える。そ

の最古のポエジーの流れを汲む叙事詩とはグリムによれば、「現実の歴史をある根本的な

宗教的見方と結びつけることによって把握するJ一種の歴史把握に他ならず、従ってそれ

が志向するものは「歴史的なもの」以外の何ものでもない。叙事詩におけるこのような歴

史性の存在が彼らの叙事詩理解の前提となる。しかしながらその「歴史的なものj が叙事

詩においては「現実」から「精神的自由」、換言すれば「詩的真実」へと引き上げられて

いるために、「歴史的なもの」の確実な歴史的基盤を探り当てることは不可能に近いとヴィ

ルヘルムは考える。すなわち「歴史記述としての性質が完全に失われJてしまっているの

である。そしてその結果、他でもない「神話的なもの」の自然な経緯に基づく排除、つま

り「神話的なるものの沈降JHinabsinken des Mythiscbenもまた、叙事詩内部で進行する

のである。この「神話的なるものの沈降Jは後の記述では「より初期の、より完成された

状態からの沈降」とも言い換えられる。叙事詩においては、「描写の瑞々しい躍動Jと「描

写の詩的真実性Jが尊ばれるが故に、「神話的なもの」は、このような連関においてしか

価値を有さなくなるのである。拙
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この主張を基盤にヴィルヘルムは、「神話的意味と歴史的内容の両要素が一体のものと

して現れる」その現れ方にこそ叙事詩それ自体の本質があると説く。この両要素の一体と

なったものが、詩的真実の表出としての「叙事的なものJdas Epischeに他ならない。こ

の見解は、ラッハマンおよび他のニーベルンゲン研究者の唱える、『ニーベルンゲンの歌』

の北欧起源説、ひいてはアジア起源説を何も根本的に否定するものではなく、むしろその

神話的な核の存在をそこに認めている。しかしながらそれよりも重要なのは、神話的な核

が「歴史的なもの」と融合し「詩的真実」へと高められている事実なのである。ω

第二の主張は、北欧編成のニーベルンゲン伝説とドイツのニーベルンゲ、ン伝説とが「発

展の過程で枝分かれした」という内容である。これは、前述の『ローゼンガルテン』と『ニー

ベルンゲンの歌』の同一起源説に繋がる重要な主張である。ヴィルヘルムは、『エツダ』

と『ニーベルンゲンの歌』のそれぞ、れの成立時期、すなわち 6世紀と12世紀との聞に、

「ディートリヒ伝説群との結合」、「史実のアッチラとの完全な連関」が生じる「もう一つ

の段階」がおそらく 9世紀あたりに存在していたと推測する。さらにこの段階で「アトラ

キダ」と「第三のグドルーンの歌」に関する知識が北欧へと伝播した可能性をも指摘する。

8世紀後半の「書き記されたものへの欲求」が初めて呼び覚まされたカール大帝の世に、

この『ニーベルンゲ、ンの歌』がすでに書き留められていたのではないかともヴィルヘルム

は考えるのである。却

さらにヴィルヘルムは、先にもふれたさまざまな素材や名称のドイツ起源の可能性、た

とえば、ジーグルト(ジークフリート)がドイツ人であるという事実や、ニーベルングが

ドイツ名であるという事実、また、「殺された者を黄金で覆うといった殺裁の蹟罪」の習

慣が北欧の法には存在しないなどの理由から、『ニーベルンゲンの歌』がドイツに源を発

することを主張する。しかしながら乙れは、先にも述べた北欧伝説や北欧神話との同一起

源説もしくは融合説に矛盾するものでは決してない。それは、純粋に「歴史的なもの」も、

純粋に「神話的なもの」も叙事詩においてはもはや存在せず、叙事詩にとって重要なもの

はむしろ、その両者が混合して「詩的真実」へと昇華されて初めて存在する「叙事的なも

の」すなわち「ニーベルンゲ、ン的なもの」につきるからである。この「叙事的なもの」は、

叙事詩が唯一成立しえたとヴィルヘルムの考えるドイツにおいて、ある種の普遍性を帯び

ることになる。彼は、ラッハマンが『ニーベルンゲンの歌』の核心を「宝の呪いによる英

雄種族の没落」と見るのに対し、「すさまじい戦い」こそこーベルンゲン的主題に他なら

ないと見る。つまりこの主題こそが、あらゆる時代を超え、叙事詩においても実生活にお

いても、あらゆる「生」に多かれ少なかれ反復されうる普遍的素材、すなわち「ニーベル

ンゲン的なもの」なのである。捌

それではこの普遍性は如何にして獲得されるのであろうか。そして「ドイツ的なもの」

といういわば民族的個別性とは如何なる関係があるのであろうか。
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3. 自然的ポエジーにおける土着性

外国の教養を身に付けた僧侶により書き記され、国民に固有とはもはや言いがたい無味

乾燥な書物にも、「すべての民衆の口と心に生き続けたもの」が保存されている。この一

見矛盾するような現象をヴィルヘルム・グリムは「ポエジーの力」という観点から説明する。

ポエジーは無知と無垢な状態で徐々に発展してゆき、新しい出来事や民間信仰など

が提供する偉大なことや魅力的なことのすべてを、混合したり混同したりしながら自

らの内へと取り込んだ。それらはどんな場所においても次第にその場所に馴染み土着

のもの(einheimisch)とならなければならなかった。そしてそのためにポエジーは、

地域と時代と民族を変えながら、遠くのものを引き寄せ、近くのものを神秘に満ちた

遠方へと移し置いたのである。却)

かつて無垢と無意識の状態にあって、その中で〔ニーベルンゲンの歌の〕全体が一

つの詩として形成された。無垢と無意識はそれをそのようなものとして以外に思い描

くことができなかった。だからこそ、いつも最上のものを捉える確かさがあり、だか

らこそ、あらゆるものが新鮮な生命の息吹に包まれ、しっかりとドイツの大地に立っ

ているのである。すべてのものが極めて土着的な風貌をそなえ、そこに外国風な特徴

は見うけられない。叩

時代が進むにつれて姿を変えながら絶えず引き継がれ、ある特定の形式を決して持たな

いポエジーは、浮動し順応しながら、それを歌う口ごとに異なっていた。ある出来事を語

ることもしくは歌うことがあらゆる地方に広がり、その土地の風土、響き、それに色彩と

いうものを身にまとう。こうしていたるところで固有の特性と生命力を獲得し、最終的に

「土着のもの」となる。このような現象をヴィルヘルムは必然と見なす。さらにこの「土

着のもの」となるときに時として介入する「外国製」の教養に関しでも、「自らの力で高

みに達すべき者は、よその風土に生い茂った緑を自らの目標となし、それと絡み合って成

長しなければならなかった」と見る。32) ヴィルヘルムは従って、人為的ポエジーもしくは

芸術的ポエジーの存在を全面的に否定しているわけでもない。

自然的ポエジーが滅び、もはや新たに生成しえなくなれば、それは民族に固有のあ

らゆるものをそなえた民族の精神の中で、教養によって獲得された材料を作り変えて

我がもの (einheimisch)にする。田)

ヴィルヘルムは教養の介入と、その結果成立する人為的ポエジーをこのように容認して

はいる。しかしこれはあくまでも、自然的ポエジーが伝承を通じての自己生成のプロセス

をもはやたどれなくなったとき、それも結果的に「自国のものにする」限りにおいて容認
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されているにすぎない。これに対しヤーコプは、自然的ポエジーを「枯渇の危機に瀕した

森Jにたとえ、伐採、開拓という人為介入の危機を懸念し嘆く。そして人為というものを

断じて容認せず、いにしえの精神を擦ない「鋳直す行為Jとしての改作にも翻訳にも、真っ

向から反対する強硬な姿勢を示す。剖)この姿勢は、一見ヴィルヘルムの教養容認の姿勢と

対立しているかのようにも見受けられる。しかしながら、との自然的ポエジーと人為的ポ

エジーの関係を、自然的ポエジー侵食のフ。ロセスでとらえるか、侵食後の再構築の途上で

とらえるか、換言すれば、 19世紀初頭の自然的ポエジーの危機としてとらえるか、中世に

遡るギリシア・ラテン教養主義における自国のポエジーの危機としてとらえるかの違いが

存在するだけで、二人の自然的ポエジー賛美は根本的には揺ぎはしない。だから乙そ二人

は、ハーゲンの『ニーベルンゲ、ンの歌』の現代語訳を、韻律、語法を損なうのみならず、

この英雄叙事詩が伝えようとした「生」の息吹を損なうものとして糾弾するのである。 35)

4.湿気を含んだ大気としての民族性

ヴィルヘルムは書評『フリードリヒ・ハインリヒ・フォン・デア・ハーゲン編「ニーベ

ルンゲンの歌HωerNibelungen Lied， herausgegeben durch Friedrich Heinrich von der Hagen， 
1807)において、『ニーベルンゲンの歌』の特徴を次のように表現する。

この歌謡には、もはや代替不可能なもの、すなわち、偉大なる生が自由に壮麗に、

しかしまたいかにも人間らしく表出していた過去の一時代の像が保持されていた。こ

れこそまさに、ポエジーにおいて我々を魅了するもの、かの神的なるものと現世的な

るものとの連関に他ならないからである。人間がしっかりと、愛を育みながら大地に

立ち、その一方で彼の頭は上方の天を仰ぎ見ている。ポエジーもまたかくあらねばな

らない。その根をしっかり地に降ろし、その校は影と安息所を与え、その一方で木に

咲く花は青い日の中へと高く伸びゆき、そこでやがて夕焼けを迎え、夕べのもたらす

露で自らを潤し、それから星を、聖なる夜を仰ぎ見るのである。制

ここでポエジーは、大地にしっかり根差し、天を仰いで笠え立つ「樹木」にたとえられ

ている。その種子がどこからきたのかは問題ではない。その種子がある土地に芽吹き、そ

の土地の水と栄養を得て成長することによって、その土地の風土、響き、色彩と一体化し

「土着のもの」となっていることの方がむしろ重要なのである。天と大地を、「神的なるも

の」と「現世的なるもの」とを仲介するこの大樹は、出自不明の小さな種子から大樹に至

るまでのプロセスを、永い時の流れを内包する。つまり、そこには始原と現在とが、始原

から現在に至るまでの多様かつ普遍的な「生」の営みが内在しうるのである。この世界樹

「ユグドラシルj をも想起させる樹木こそ「愛」、「戦い」、「怒り」そして「生きる喜び」

という形で開花する、叙事詩『ニーベルンゲンの歌』の英雄の「生」の象徴であるとヴィ

ルヘルムは考えるom この考えは、叙事詩を、神的理念と後に続く諸時代のはざま、すな
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わち「超時間的始原Jと「現在」のはざまにある、「超歴史性」を帯びた「滋養に富んだ、

仲介物」と見なすヤーコプのポエジー観とも合致する。38) また、「夕べのもたらす露で自

らを潤す」夕刻の描写と同趣旨の表現が、論文集『古いドイツの森~ (Altdeutsche Walder. 
1813)のヤーコプの筆による序文にも以下のように現れる。

露のしたたる木の枝に手を触れれば必ず、雨のような雫が落ちかかってくるという理

由でその木に近づくのを恐れる者にとっては、ここで試みられる集積の多くはあまり

にも多彩でと、ぎ、つく見え，多くの人にとっては全く違った様相を呈するかもしれない。39)

ここでは古いドイツのポエジーが「露のしたたる木」にたとえられている。との「木に

近づくのを恐れる者」とは、「古いものに価値を見出さない」教養人、そして「古いもの

を新しく鋳直すことをよしとする」教養人のことであり、「雫が落ちかかってくる」こと

を恐れる態度は、土にまみれることを嫌う態度さながら、ポエジーの保持する「民族にとっ

て自然なもの」の価値を認めない態度と重なる。「露のしたたる木」にたとえらえる古い

ポエジーは、まず民衆の伝説として、「内に力を秘めた穀物」、 40) また「明るい天の青」、「緑

の木」、「新鮮な水」、「純粋な響きJ411 にもたとえられる。またこの古いポエジーの最古の

形態をヤーコプは叙事詩と見なすことから、古いポエジーの本質は、ドイツの民にとって

の「ニーベルンゲン的なもの」に換言される。ところで、叙事詩を古い歴史と見なすヤー

コプは、古い歴史と古いポエジーの中に自らの自然〔本性〕故に最高度の純粋無垢が開示

し、その結果双方が必然的に重なり合うという見解から、叙事詩をさらに、古い歴史の教

えとしての「あらゆる崇高で偉大なものを見守る女性J421 にもたとえる。これらすべてを

結びつけるものこそ「生」の連続性、すなわち、現代の生といにしえの生、表現するのも

のの生と表現されるものの生の聞の連続性に他ならない。従って、これら古いポエジーに

して英雄叙事詩、民間伝説、古い歴史、すなわち「いにしえ」は、露が降りかかるのを恐

れて遠ざけられたままであってはならないのである。

ところでこの「露」という比喰は、ラッハマンに宛てた1820年5月31日付けのヴィルヘ

ルムの書簡にも登場する。『ニーベルンゲ、ンの歌』に新しい名称や地名が付け加えられて

いると主張するラッハマンに対しヴィルヘルムは、そのような付加のフ。ロセスを容認しな

がらも、それを「罪を知らない、組野で敬~なファンタジーもしくは想像力の拡張にすぎ

ず、黙考する悟性の拡張ではないJ431 と考え、付加という行為を教養人ではなくむしろ民

衆の怒意にゆだねる発言を行う。さらに、「いかなる水も源泉へと運ばれることはない。

しかし雲や露から水は深みからほとばしり出た源泉へと落ち、それと混ざり合う」州と記

し、湿気を含んだ大気とそこから生じる「露」としての純粋無垢な民衆の想像力が、英雄

叙事詩という源泉からの流れにi商り落ち混ざり合い、「土着のもの」となって流れゆく様
を持情的に表現する。

このようにポエジーの自然〔本性〕は、グリムによってときには「樹木」ときには「流

れ」にたとえられる。双方とも普遍性と生命を暗示させ、風景の一部として「土着」の意
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味合いをも含意しうるが、これらのメタファーを根底で支えているのは、「樹木Jが根ざ

し「流れ」が横たわる民族の心情としての「大地」と、これらの風景を取り巻く環境、気

候に他ならない。つまり、ここには水分循環の構造が想定されている。「樹木」の生育を

促す肥沃な「大地Jに適度の気温と湿り気は不可欠であり、降雨もしくは結露現象の結果

として「樹木」にしたたる「露」は従って、生の瑞々しさと共に生成の過程をも象徴しう

る。また「流れ」にもともと付与されている直線的な時間の概念に、「露」の背後にある

水分循環のフ。ロセスが加わることにより、そこに「円環的」な時間の観念すなわち「超時

間的なもの」を垣間見ることが可能となる。従って、「樹木」や「流れ」に一見付帯的に

表現されているこの「露」こそ、生成の過程をある一瞬に留め置き、永遠と瞬間という一

見相反するこ概念を一つのものに顕現化するものとして、またあらゆるものを「我がもの」

とする瑞々しい生の力を含有するものとして、彼らのポエジー観の要所と見なしうるので

はないだろうか。

『ドイツ伝説集』第一巻の序文において、「遠いいにしえの爽やかで瑞々しい精神J(傍

点筆者)を伝えるものとして、メールヒエン、伝説、歴史(物語)の三種の「宝」を挙げ、

それらをさらに「人聞が人生に乗り出すときに親しい道連れとしてつねに付き添う、善良

なる守護天使」にたとえるヤーコプは、これらの「宝」を蒐集する際の心がけとして、以

下のように語る。

伝説を探す場合も、木の葉をそっと持ち上げたり、枝を注意深くたわめることが大

切である。さもないと民衆の心は逃げ去ってしまい、不可思議につつましく絡み合い、

木の葉や牧草、たった今降ったばかりの雨の匂いのする自然をそっと垣間見ることが

できなくなる 45)

この「木の葉や牧草」、「降ったばかりの雨の匂いのする自然」こそ「民衆の心」であり、

「遠いいにしえの爽やかで瑞々しい精神」に他ならない。樹木や牧草の匂い、「降ったばか

りの雨の匂い」という、つい今しがたまでそこに存在していたかもしれない、もしくは注

意深く接近すればその残浮が感受しうるかもしれない湿り気としての「民族の生の気配」、

換言すればドイツ民族にとっての「ニーベルンゲン的なもの」を、五感を研ぎ澄ませて丹

念に追い求め探し求めることこそ、「歴史の中に叙事詩を見る」という、グリム兄弟が目

指したドイツのいにしえに対する態度であったと言えるであろう。
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"Das Nibelungische“und "das Deutsche“der Bruder Grimm 

Hisako OHNO 

Der Naturpoesiebegriff der Bruder Grimm， der von den bisherigen Grimmforschern immer 

nur mit den Begriffen "alt“， "volksmaszig“， "sichvonselbstmachen“oder auch mit dem "nicht 

stillstehenden Fluss“(St巴ig1970， S.X) gegen die Kunstpoesie erklart wurde， lasst sich巴rst

mit ihrem haufig gebrauchten Begriff des "Nibelungischen“genauer erfassen. Diesf.r Aufsatz 

hat den Zweck zu prazisieren， was釦rsie "das Nibelungische“und daruber hinaus "das 

Deutsche“war. 

In seinem Aufsatz， Uber die Enおtehungder AltdeuおchenPoesie und ihr Verhal.的iszu der 

Nordischen (1808) behauptete Wilhelm Grimm， dass es drei Volkseigenschaften gebe， die 

jeweils durch ihre Poesien reprasentiert wurden: "nordisch“wie der hornerne Si巴gfried，

"sudlich“wie Wolfdietrich und "deutsch“羽巴 dasNibelungenlied oder die sogenannte 

Nibelungensag巴n (WG/KS 1， S.97). In d巴m gleichen Lied sollen sich "eine schone 

Verei凶gung“，"eine gemilderte Grosse“und "die Liebe“voller "Schamha丘igkeitund d~utscher 

Zucht“zeigen und "im Kreis des Lebens“liegen (ebd.). Wilhelm Grimm glaubte， dass die 

unbeschrankt aufwachsende Poesie und die auf kritische Wahrheit beschrankte Historie in "den 

f凶hstenZeiten eines Volks“als (National-) Epos "von einem Gemuth unge仕enntaufbewahrt 

wurde“(ebd. S.92f.) ， und dass sowohl di巴anregendePoesie als auch die nuchterne Geschichte 

im Zusammenhang mit dem Leben erkannt werden sollte. 

Jacob Grimm bemerkte also in seinem Aufsatz， Uber das Gωchichtliche im Nibelungenliede 

世onGottling (1814)， dassぷpischerstoff“in "manchen von der sage durchtrankten geschichten 

witksamer巴rblicken“mussals "historischer stoff (JG/KS IV， S.90).'‘Das Epische bzw. das 

Nibelungische muss also fur Grimm die ubergeschichtliche He1dentat und die umgebende 

A11tag1ichkeit sein， die das deutsche Vo1k in ihrer Zeit in eigenen Geschichten und Leben 

thematisiert und mit denen巴ssich identifizi巴renkann. 

1m Briefwechsel der Bruder Grimm mit Kar1 Lachmann wurde hauptsach1ich "das 

Mythische“und "das Geschichtliche“im Nibelungenli巴dund sein Entstehungsprozess 

informell， aber auch wissenschaftlich diskutiert (Zacher 1870， S.348f.). Gegen Lachmanns 

Behauptung， dass in der Nibe1ungensage stoff1ich fast alles aus dem Norden bzw. d巴r

nordischen Mythologie ubernommen worden sei， nimmt Wilh巴1mGrimm den Standpunkt ein， 

dass die bis ins Detail zusammengehenden zwei epischen Sagen， wie die Deutsche und die 

Nordische， im historischen Zustand der Ausbildung geschied巴nworden seien， oder auch dass es 
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noch eine 5tufe geben mag， wo die Verbindung der Nibelungensage mit d巴:m5a即時reisvon 

Dieterich und dem historischen Attila statt加ld(Zacher 1870， 5.354江). 

Obwohl das Nibelungenlied oder das deutsch巴 Held巴neposuberhaupt mit "auslandischer“ 

(WG! K5 1， 5.96) Hilfe in der Ausbildung im 12. Jahrhundert aufgeschrieben wurde， obwohl 

bei dieser im Gemut eines Volks lang und bewegend bleib巴ndenPoesie stofflich nicht alles 

deutsch war， wird diese von den Brudem Grimm dennoch als heimisch anerkannt， insofern sie 

"nach und nach einheimisch“(ebd. 5.97) wurde und wie "eine Eiche“(JG!K5 IV， 5.89) auf 

deutschem Boden aufgewacHsen ist. 

Wilhelm Grimms Meinung nach steht di巴Poesie"tief in die Erde ihre Wurzelむingend“，

aber auch hoch "ihre Blute hinauf in den blauen Tag steigend“(WG!K5 1， 5.66)， wie ein 

Weltbaum zwischen Irdischem und Gottlichem， dem Geschichtlichen und Uberg巴schichtlich巴n，

und sie "e位ischesich an ihrem Thau“(ebd.) im Abendrot. Auch Jacob Grimm verglich die 

altdeutsche Poesie mitぷinemtaunassen Baum“(Grimm 1999， 5.Ill). Daruber hinaus 

symbolisiert der Tau "eine unschuldige， glaubige Phantasie“(Zacher 1870， 5.200) des Volks， 

die bald in den Fluss der epischen Poesie zusammengemischt sein sol1. "Di巴 nach仕isch

gefallenem Regen riechende Natur" (Grimm 1994， 5.24) der Blatter wurde auch mit "dem 

Volk“(巴bd.)als solchem verglichen. In . dieser durch Feuchtigkeit und Duft gepragten 

Atmosphare mussten die Bruder Grimm die altdeutsche epische Volkstumlichkeit als 5pur und 

Gefuhl des Leb巴ns，bzw. als "das Nibelungische“gesehen haben. 


